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１ 目的
この技術は不耕起栽培と併せて，佐賀県の篤農家が開発した

技術で，トップ農家の単収は 8 ～ 9t/10a となっている。本県
の主要品種「さがほのか」には欠かせない技術である。本県で
この技術に取り組んでいる農家は，南九州市 2 戸，出水市 5
戸，阿久根市 1 戸となっており，特に出水市の 1 戸は 2 段階
育苗と不耕起栽培で平成 26 年度産単収 6.5t/10a の実績をあげ
た。
そこで，農業大学校でも実証を行い，2 年後には 7t どりを

達成し，収益性の向上を図り，学生の就農意欲を高めたい。
写真１硬プラハウスに完成した２段階育苗施設

（台風でも２段階育苗で被害はなく，安心して育苗ができる）
２ 実施状況
課題１：いちご（さがほのか）の不耕起栽培と小型ポットを

活用した 2段階育苗の実証

小型ポットの二段階育苗であり，苗が小さく，初期の年内の
収量が上がらなかった。しかし，年が明けてから収量が右肩上
がりに増えてきている。現在で 1t を超えたところである。生
育や開花数は，多くなってきているので今後の伸びに期待した
い。ハダニの発生が多かったため，ハダニの天敵であるチリカ
ブリダニの放飼行って防除を行っている。
写真２ 不耕起・小型ポット育苗の栽培状況（３月３１日）

課題 2：小型ポット育苗を活用した 2 段階育苗が高設栽培の
生育・収量に及ぼす影響の検討

小型ポット育苗を活用して，９月１５日定植・２０日定植に
さがほのかを定植した。収量は１５日定植のほうが多いが，商
品化率では２０日定植のほうが良かった。小型ポットは苗が小
さく，初期の収量が上がりにくいが，２月以降収量が上がって
きた。糖度平均は目標である８よりも下回らなかったので，品
質の良いおいしいイチゴができた。商品化率は目標である８
０％を１１～１２月は下回っていたが，１月からは商品化率が
目標より上回っていた。始めは小さく商品にできなかったりし
ていたのが原因だと考える。
写真３ 小型ポット育苗の高設栽培の生育状況（３月３１日）

課題 3：さつまおとめの小型ポット育苗の生育・収量におよ
ぼす影響の検討
慣行ポリポット育苗と二段階小型ポット育苗の比較を行った

結果，頂花房の収量が慣行育苗区が高く慣行育苗の収量が高く
なった，２段階育苗の小型ポットは２番花房から収量が増えて
いくので今後の収量の伸びに期待できる。さつまおとめは，さ
がほのかに比較し糖度が高かった。頂花房の収穫のピークが１
月２月となった。
写真４ 小型ポット苗の定植作業（９月２０日）

３ 今後の課題，取り組み
就農後イチゴ栽培に取り組む学生もおり，不耕起栽培，２段階育

苗という新しい技術に学生が栽培に取り組み，栽培のメリット，デ
メリットを実感できたことは，学習効果が高かった。次年度に技術
の確立と単収７トン取りを期待する。


